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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

一
二
二
︱
一
四
五
頁

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
叁
〕』
所
収
文
献
概
要

金
城
未
来

　

二
〇
一
二
年
十
二
月
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
叁
〕』（
清

華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書

局
。
以
下
、
清
華
簡
（
三
））
が
刊
行
さ
れ
た

（
注
1
）

。
清
華
簡
は
、

二
〇
〇
八
年
に
竹
簡
の
整
理
作
業
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
二
〇
一

〇
年
に
図
版
と
釈
文
と
を
掲
載
す
る
第
一
分
冊
が
、
翌
二
〇
一
一

年
に
は
第
二
分
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
続
編
に
あ

た
り
、『
説
命
』（
上
・
中
・
下
）、『
周
公
之
琴
舞
』、『
芮
良
夫

毖
』、『
良
臣
』、『
祝
辞
』、『
赤
あ
之
集
湯
之
屋
』
の
六
種
八
篇
の

文
献
が
収
録
さ
れ
る
。

　

清
華
簡
（
三
）
の
「
本
輯
説
明
」
に
よ
れ
ば
、『
説
命
』
は

『
尚
書
』
関
連
の
文
献
で
あ
り
、
そ
の
他
五
種
は
佚
書
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
佚
書
中
、
特
に
『
周
公
之
琴
舞
』
は
伴
奏
付
き
の
舞

踏
に
関
わ
る
頌
詩
、『
芮
良
夫
毖
』
は
『
毛
詩
』
大
雅
に
関
す
る

風
刺
詩
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
国
古
代
の
詩
や
楽
に
つ
い
て
検
討

す
る
上
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
清
華
簡
（
三
）
に
所
収
の
六
種
八
篇
に
つ

い
て
速
報
す
る
。
以
下
、
ま
ず
、
第
三
分
冊
全
体
の
形
制
一
覧
を

掲
載
し
、
続
い
て
、
整
理
者
の
「
説
明
」
に
従
い
、
各
文
献
ご
と

に
そ
の
書
誌
情
報
と
概
要
と
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

一　

清
華
簡
（
三
）
形
制
一
覧

　

形
制
一
覧
（
次
頁
掲
載
）
は
、
清
華
簡
（
三
）
所
収
の
竹
簡
カ

ラ
ー
図
版
、「
竹
簡
信
息
表
」、
お
よ
び
各
文
献
の
整
理
者
に
よ
る

「
説
明
」
を
も
と
に
作
成
し
た
。
文
献
ご
と
に
竹
簡
数
、
簡
長

（
完
整
簡
）、
編
綫
、
簡
端
、
編
号
（
竹
簡
番
号
）
の
有
無
、
文
字

数
、
篇
題
、
備
考
を
記
し
て
い
る
。

〔
特
集
二
〕

（ 122 ）



清
華
簡
（
三
）
形
制
一
覧

文
献

名
竹

簡
数

簡
長

（
完

整
簡

）
編

綫
簡

端
編

号
（

背
面

）
文

字
数

篇
　

題
備

　
考

説
命

（
上

・
中

・
下

）
23簡

（
現

存
）

約
45㎝

三
道

平
斉

有
642字

『
傅

説
之

命
』

（
各

篇
の

最
終

簡
背

面
）

・
上

中
下

の
三

篇
よ

り
な

る
。

・『
説

命
（

下
）』

の
第

１
簡

は
、

欠
失

し
て

お
り

見
ら

れ
な

い
。

周
公

之
琴

舞
17簡

約
45㎝

三
道

平
斉

有
503字

『
周

公
之

琴
舞

』
（

第
1簡

背
面

上
端

）
『

芮
良

夫
毖

』
と

形
制

・
筆

跡
が

同
一

。

芮
良

夫
毖

28簡
約

45㎝
三

道
平

斉
有

約
824字

「
周

公
之

頌
志

」
（

第
1簡

背
面

）
・

簡
長

に
つ

い
て

、
整

理
者

の
趙

平
安

氏
は

「
44.7㎝

」
と

し
て

い
る

が
、

本
篇

中
に

は
45㎝

を
僅

か
に

上
回

る
竹

簡
も

存
在

す
る

た
め

（
清

華
簡

（
三

）「
竹

簡
信

息
表

」）、
こ

こ
で

は
約

45㎝
と

記
し

た
。

・
も

と
も

と
第

1簡
背

面
に

記
さ

れ
て

い
た

「
周

公
之

頌
志

」
に

は
、

明
ら

か
に

削
り

取
ら

れ
た

痕
跡

が
窺

え
る

。
そ

の
た

め
、

現
時

点
に

お
い

て
は

、
本

篇
の

内
容

に
よ

り
「

芮
良

夫
毖

」
と

仮
称

さ
れ

て
い

る
。

良
臣

11簡
約

32.8㎝
両

道
（

備
考

参
照

）
平

斉
無

270字
・

も
と

は
『

祝
辞

』
と

同
一

の
書

写
者

に
よ

っ
て

、
一

編
の

竹
簡

上
に

連
続

筆
写

さ
れ

て
い

た
と

考
え

ら
れ

て
い

る
。

・
内

容
か

ら
「

良
臣

」
と

仮
称

さ
れ

た
。

・
清

華
簡

（
三

）「
竹

簡
信

息
表

」
に

は
、「

三
道

」
と

記
さ

れ
て

い
る

が
、

カ
ラ

ー
図

版
を

参
照

す
る

限
り

、
両

道
に

見
え

る
（

上
部

が
第

一
編

綫
部

分
か

ら
断

裂
し

欠
失

し
た

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
）。

祝
辞

 5簡
約

32.8㎝
両

道
（

備
考

参
照

）
平

斉
無

120字
・『

良
臣

』
と

同
一

の
書

写
者

に
よ

り
、

連
続

筆
写

さ
れ

た
可

能
性

が
あ

る
。

・
清

華
簡

（
三

）「
竹

簡
信

息
表

」
に

は
、「

三
道

」
と

記
さ

れ
て

い
る

が
、

カ
ラ

ー
図

版
を

参
照

す
る

限
り

、
両

道
編

綫
に

見
え

る
。

赤
あ

之
集

湯
之

屋
15簡

約
45㎝

三
道

平
斉

有
約

448字
『

赤
あ

之
集

湯
之

屋
』

（
第

15簡
背

面
下

端
）

背
面

上
端

に
劃

痕
（

ひ
っ

か
き

傷
状

の
斜

線
）

が
見

え
る

。
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二　

清
華
簡
（
三
）
所
収
文
献
概
要

［
凡
例
］

（
１
） 

書
誌
情
報
…
…
各
文
献
の
整
理
者
（
原
釈
文
担
当
者
）、

竹
簡
数
、
篇
題
・
編
号
の
有
無
、
竹
簡
の
状
態
、
標
号
な
ど
を

掲
載
す
る
。
ま
た
、
竹
簡
の
形
状
を
各
々
図
示
す
る
。

（
２
） 

概
要
…
…
清
華
簡
（
三
）
の
「
本
輯
説
明
」
や
、
各
文
献

に
附
さ
れ
た
「
説
明
」
に
基
づ
き
、
文
献
内
容
を
概
説
す
る
。

　
　

な
お
、
補
足
説
明
お
よ
び
図
示
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
適
宜
注
を
施
し
た
。

（
３
） 

参
考
文
献
…
…
清
華
簡
（
三
）
所
収
文
献
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
多
数
の
論
文
や
札
記
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
に
、
ネ
ッ
ト
上
で
公
表
さ
れ
た
論

文
・
札
記
類
を
、
参
考
文
献
と
し
て
掲
載
す
る
。

　
　

な
お
、
複
数
の
文
献
に
関
連
す
る
論
文
・
札
記
に
つ
い
て

は
、
重
複
を
い
と
わ
ず
、
各
文
献
の
「
参
考
文
献
」
欄
に
、
そ

の
都
度
、
論
文
執
筆
者
名
、
論
文
名
、
発
表
年
月
日
を
記
載
し

た
。

　
『
説
命
』（
上
・
中
・
下
）（
え
つ
め
い
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
上
・
中
・
下
の
三
篇
よ
り
な
り
、
同
一

人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡

数
は
全
二
十
四
簡
（『
説
命
（
上
）』
全
七
簡
、『
説
命
（
中
）』
全

七
簡
、『
説
命
（
下
）』
全
十
簡

（
注
2
）

）、
簡
長
は
約
四
十
五
㎝
、

竹
簡
の
背
面
に
は
編
号
が
記
さ
れ
、
上
・
中
・
下
、
各
篇
の
最
終

簡
背
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
篇
題
「
傅
説
之
命
」
が
見
え
る

（
注
3
）

。

竹
簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長

約
45
㎝

約
20
㎝

約
23
㎝

約
1
㎝

約
1
㎝

（
２
）
概
要

　
『
説
命
』
は
『
尚
書
』
と
密
接
に
関
わ
る
文
献
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。『
尚
書
』
序
に
は
「
高
宗
夢
得
説
、
使
百
工
営
求
諸
野
、

得
諸
傅
巌
。
作
『
説
命
』
三
篇
（
高
宗
夢
に
説
を
得
、
百
工
を
し

て
諸
を
野
に
営
求
せ
し
め
、
諸
を
傅ふ

巌が
ん

に
得
た
り
。『
説
命
』
三

篇
を
作
る
）」
と
あ
り
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
篇
数
が
清
華
簡
『
説

（ 124 ）



命
』
と
合
致
す
る
。

　
『
説
命
』
は
、
漢
代
初
期
の
伏
生
が
伝
え
る
今
文
『
尚
書
』
中

に
は
見
え
ず
、
孔
穎
達
『
尚
書
正
義
』
が
引
く
鄭
玄
の
説
く
孔
壁

古
文
『
尚
書
』（
伏
生
の
も
の
よ
り
十
六
種
（
巻
）
二
十
四
篇
多

い
）
中
に
も
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
東
晋
に
梅
賾
が

献
上
し
た
孔
安
国
伝
本
『
尚
書
』
に
は
、
三
篇
の
『
説
命
』
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
先
人
が
す
で
に

偽
書
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
こ
れ
ら
を
偽
古
文

『
尚
書
』
と
い
う
）。
清
華
簡
『
説
命
』
と
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命

と
を
対
照
す
れ
ば
、
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
が
、
先
秦
の
文
献
中

よ
り
選
び
集
め
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
清
華
簡
『
説
命
』
と
全
く

異
な
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る

（
注
4
）

。

　

先
秦
の
文
献
に
は
、
か
つ
て
し
ば
し
ば
『
説
命
』
が
引
用
さ
れ

て
い
た
。
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
は
、『
国
語
』
楚
語
上
（
楚

の
霊
王
の
時
世
）
に
お
い
て
、
大
夫
白
公
子
張
が
述
べ
る
内
容
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
明
確
に
『
説
命
』
と
い
う
篇
名
が
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
該
当
篇
に
は
「
若
薬
不
瞑
眩
、

厥
疾
不
瘳
（
若
し
薬 

瞑
眩
せ
ず
ん
ば
、
厥
の
疾 

瘳い

え
ず
）」
と

い
う
記
述
が
見
え
、
こ
れ
は
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「『
書
』
曰
」

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
内
容
と
合
致
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

か
ら
『
国
語
』
楚
語
に
見
え
る
一
文
が
、『
尚
書
』
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
華
簡
『
説
命
』
に

は
、『
国
語
』
楚
語
と
同
内
容
の
語
句
が
含
ま
れ
て
お
り
、
参
考

に
な
る

（
注
5
）

。

　

ま
た
『
礼
記
』
緇
衣
は
、『
説
命
』
の
「
惟
口
起
羞
（
惟こ

れ

口 

羞
を
起
し
）」
云
々
の
記
述
を
引
用
し
て
お
り

（
注
6
）

、
こ
れ
は

『
墨
子
』
尚
同
中

（
注
7
）

や
清
華
簡
『
説
命
』
に
も
見
ら
れ
る
内
容

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
他
、『
礼
記
』
文
王
世
子
や
学
記
が
『
説

命
』
を
引
く
箇
所

（
注
9
）

、
お
よ
び
『
礼
記
』
緇
衣
が
引
用
す
る
別

の
〔『
説
命
』
の
〕
佚
文
は

（
注
10
）

、
清
華
簡
『
説
命
』
に
は
見
え

ぬ
内
容
で
あ
る
。
こ
の
情
況
は
、『
説
命
』
の
伝
本
に
差
異
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

王
寧
「
読
清
華
簡
叁
《
説
命
》
散
札
」（
二
〇
一
三
年
一
月
八

日
）

・ 

孫
合
肥
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
叁
）》
札
記
」（
二
〇

一
三
年
一
月
九
日
）

・ 
黄
傑
「
読
清
華
簡
（
叁
）《
説
命
》
筆
記
」（
二
〇
一
三
年
一
月

九
日
）

・ 

侯
乃
峰
「
読
清
華
簡
（
三
）《
説
命
》
脞
録
」（
二
〇
一
三
年
一

月
十
六
日
）

・ 

楊
博
「
簡
述
楚
系
簡
帛
典
籍
的
史
料
分
類
」（
二
〇
一
三
年
一

（ 125 ）



月
十
七
日
）

・ 
楊
坤
「
跋
清
華
竹
書
《
傅
説
之
命
》」（
二
〇
一
三
年
二
月
十

日
）

・ 

楊
坤
「
再
跋
清
華
竹
書
《
傅
説
之
命
》」（
二
〇
一
三
年
二
月
二

十
六
日
）

●�

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（http://w

w
w
.

tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/6831/index.htm
l

）

・
胡
敕
瑞
「
読
清
華
簡
札
記
之
一
」（
二
〇
一
三
年
一
月
五
日
）

・ 

楊
蒙
生
「
清
華
簡
《
説
命
上
》
校
補
」（
二
〇
一
三
年
一
月
七

日
）

●�

清
華
大
学
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.confucius2000.com

/
adm

in/lanm
u2/jianbo.htm

）

・
李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
一
）」（
二
〇
一
三
年
一
月
四
日
）

・ 

廖
名
春
「
清
華
簡
《
傅
説
之
命
上
》
新
読
」（
二
〇
一
三
年
一

月
四
日
）

・ 

廖
名
春
「
清
華
簡
《
傅
説
之
命
中
》
新
読
」（
二
〇
一
三
年
一

月
五
日
）

・
李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
二
）」（
二
〇
一
三
年
一
月
六
日
）

・ 

子
居
「
清
華
簡
《
説
命
》
上
篇
解
析
」（
二
〇
一
三
年
一
月
六

日
）

・ 

付
強
「
従
賓
組
卜
辞
看
清
華
簡
《
説
命
》
的
用
詞
」（
二
〇
一

三
年
一
月
七
日
）

・ 

李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
三
）」（
二
〇
一
三
年
一
月
十
四

日
）

●
復
旦
網
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/D
efault.asp

）

・ 

陳
民
鎮
「
清
華
簡
《
説
命
上
》
首
句
試
解
」（
二
〇
一
三
年
一

月
二
十
一
日
）

・ 

羅
運
環
「
清
華
簡
「
彪
」
字
新
考
」（
二
〇
一
三
年
二
月
十
七

日
）

・ 

徐
俊
剛
「
釈
清
華
簡
《
説
命
中
》
的
「
影
」
字
」（
二
〇
一
三

年
三
月
二
十
九
日
）

　
『
周
公
之
琴
舞
』（
し
ゅ
う
こ
う
の
き
ん
ぶ
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
守
奎
氏
。
竹
簡
数
は
全
十
七
簡

（
注
11
）

。
第
十
七
簡

末
尾
の
文
字
の
後
に
墨
鉤
が
見
え
、
そ
の
下
は
留
白
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
そ
れ
が
篇
末
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
竹
簡
の
背
面

に
は
編
号
が
記
さ
れ
、
第
一
簡
の
背
面
上
端
に
は
、
篇
題
「
周
公

之
琴
舞
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

（ 126 ）



簡
長

約
45
㎝

約
21
・
7
㎝

約
21
・
3
㎝

約
1
㎝

約
1
㎝

　

本
篇
は
、
清
華
簡
（
三
）
所
収
の
『
芮
良
夫
毖
』
と
形
制
・
筆

跡
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
内
容
に
つ
い
て
も
、
両
篇
と
も

に
詩
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
に
書
写
さ
れ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
『
芮
良
夫
毖
』
の
第
一
簡
背
面
に
は
、
篇
題
と
思
わ
れ
る
「
周

公
之
頌
志
（
詩
）」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
削
り
取
ら
れ
た
痕
跡

が
あ
り
、
筆
跡
は
明
瞭
で
は
な
い
。
ま
た
、
篇
題
と
そ
の
竹
簡
正

面
に
記
さ
れ
た
内
容
と
に
は
関
連
性
が
な
く
、
書
写
者
あ
る
い
は

書
籍
管
理
者
が
、『
周
公
之
琴
舞
』
の
内
容
に
よ
っ
て
、
両
篇
を

総
括
し
篇
題
を
付
け
、『
芮
良
夫
毖
』
の
背
面
に
そ
の
篇
題
を
誤

写
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
整
理
者

は
、
誤
写
発
見
後
、
篇
題
は
削
り
取
ら
れ
た
も
の
の
、
完
全
に
は

削
除
し
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
竹

簡
の
篇
題
は
、
も
と
も
と
（
文
献
を
他
の
書
物
と
区
別
し
）
選
び

取
る
の
に
都
合
が
よ
い
た
め
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
篇
題

に
別
称
が
あ
っ
た
と
し
て
も
特
に
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、『
周
公
之
琴
舞
』
は
「
周
公
之
頌
志
（
詩
）」
と
称
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
大
き
い
と
し
て
い
る
。

（
２
）
概
要

　
『
周
公
之
琴
舞
』
に
は
、
初
め
に
周
公
の
多
士
（
多
く
の
役
人
）

に
対
す
る
教
誡
的
内
容
の
詩
（
一
部
（
四
句
の
み
））
が
配
さ
れ

て
お
り
、
整
理
者
に
よ
り
そ
れ
が
一
組
の
頌
詩
の
冒
頭
部
分
に
あ

た
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
篇
に
は
、

続
い
て
成
王
が
作
成
し
た
訓
誡
的
内
容
の
一
組
九
篇
の
詩
が
記
述

さ
れ
る
。
そ
の
詩
の
第
一
篇
は
、
今
本
『
毛
詩
』
周
頌
の
「
敬

之
」
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
こ
れ
ら
の
詩
が
、

『
毛
詩
』
周
頌
と
関
連
の
深
い
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

周
公
の
頌
と
、
成
王
が
作
成
し
た
「
敬
之
」
を
除
く
八
篇
の
頌

と
は
、
今
本
で
は
す
で
に
散
逸
し
て
お
り
伝
わ
ら
な
い
。

　

整
理
者
は
九
篇
の
詩
に
つ
い
て
、『
周
公
之
琴
舞
』
で
は
「
九

絉
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、「
九
卒
」
あ
る
い
は
「
九
遂
」
と
読

み
、
意
味
は
『
尚
書
』
益
稷
の
孔
穎
達
疏
に
見
え
る
「
九
成
」
と

同
義
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

（
注
12
）

。
な
お
、『
尚
書
』
益
稷
に
は

「
簫
韶
九
成
（
簫
韶 

九
成
す
れ
ば
）」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏

に
は
「
鄭
云
「
成
猶
終
也
」。
每
曲
一
終
、
必
変
更
奏
、
故
『
経
』

言
九
成
、『
伝
』
言
九
奏
、『
周
礼
』
謂
之
九
変
、
其
実
一
也
。

（
鄭
云
く
「
成
と
は
猶
お
終
の
ご
と
き
な
り
」
と
。
每
曲
一み

な

終
れ

（ 127 ）



ば
、
必
ず
変
じ
て
更
に
奏
す
る
が
故
に
『
経
』
に
九
成
と
言
い
、

『
伝
』
に
九
奏
と
言
い

（
注
13
）

、『
周
礼
』
に
之
を
九
変
と
謂
う

（
注
14
）

、

其
の
実
は
一
な
り
。）」
と
あ
る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

黄
傑
「
初
読
清
華
簡
（
三
）《
周
公
之
琴
舞
》
筆
記
」（
二
〇
一

三
年
一
月
五
日
）

・ 

孫
合
肥
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
叁
）》
札
記
」（
二
〇

一
三
年
一
月
九
日
）

・ 

黄
傑
「
再
読
清
華
簡
（
叁
）《
周
公
之
琴
舞
》
筆
記
」（
二
〇
一

三
年
一
月
十
四
日
）

・ 

無
語
「
釈
《
周
公
之
琴
舞
》
中
的
「
彝
」
字
」（
二
〇
一
三
年

一
月
十
六
日
）

・ 

呉
雪
飛
「
清
華
簡
（
三
）《
周
公
之
琴
舞
》
補
釈
」（
二
〇
一
三

年
一
月
十
七
日
）

・ 

楊
博
「
簡
述
楚
系
簡
帛
典
籍
的
史
料
分
類
」（
二
〇
一
三
年
一

月
十
七
日
）

・ 

蘇
建
洲
「
初
読
清
華
三
《
周
公
之
琴
舞
》・《
良
臣
》
札
記
」

（
二
〇
一
三
年
一
月
十
八
日
）

●�

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（http://w

w
w
.

tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/6831/index.htm
l

）

・
胡
敕
瑞
「
読
清
華
簡
札
記
之
二
」（
二
〇
一
三
年
一
月
五
日
）

・
胡
敕
瑞
「
読
清
華
簡
札
記
之
三
」（
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
）

・
胡
敕
瑞
「
読
清
華
簡
札
記
之
四
」（
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
）

●�

清
華
大
学
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.confucius2000.com

/
adm

in/lanm
u2/jianbo.htm

）

・ 

黄
甜
甜
「《
周
公
之
琴
舞
》
札
記
三
則
」（
二
〇
一
三
年
一
月
五

日
）

・ 

李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
三
）」（
二
〇
一
三
年
一
月
十
四

日
）

●
復
旦
網
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/D
efault.asp

）

・ 

羅
運
環
「
清
華
簡
「
彪
」
字
新
考
」（
二
〇
一
三
年
二
月
十
七

日
）

●
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.bam

boosilk.org/index.asp

）

・ 

王
連
成
「
関
于
新
出
楚
簡
文
献
当
中
両
個
典
型
表
詞
字
的
文
字

釈
読
問
題
」（
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
六
日
）

　
『
芮
良
夫
毖
』（
ぜ
い
り
ょ
う
ふ
ひ
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
趙
平
安
氏
。
竹
簡
数
は
全
二
十
八
簡
、
簡
長
は
約
四

十
五
㎝

（
注
15
）

。
各
簡
に
は
、
お
お
よ
そ
三
十
字
が
筆
写
さ
れ
て
い

る
。
第
一
簡
背
面
に
は
、
も
と
も
と
篇
題
「
周
公
之
頌
志
」
が
記

（ 128 ）



さ
れ
て
い
た
が
、
明
ら
か
に
そ
れ
ら
に
は
削
り
取
ら
れ
た
痕
跡
が

窺
え
る
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
整
理
者
に
よ
り
、

内
容
に
基
づ
き
「
芮
良
夫
毖
」
と
仮
称
さ
れ
て
い
る

（
注
16
）

。
竹
簡

（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長

約
45
㎝

約
21
・
7
㎝

約
21
・
3
㎝

約
1
㎝

約
1
㎝

　

本
篇
に
は
十
四
の
断
簡
が
含
ま
れ
て
お
り
、
綴
合
作
業
を
経
た

後
も
、
依
然
と
し
て
七
簡
が
残
欠
し
た
状
態
で
あ
る
が
、
竹
簡
の

背
面
に
は
、
編
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
配
列
に
問
題
は
な
い
。

（
２
）
概
要

　

本
篇
に
は
、
古
風
な
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
周
の
厲
王
の
時
の
情
勢
が
記
さ
れ
、
続
い
て
芮
良
夫

が
毖ひ

（
注
17
）（

戒
め
の
言
葉
）
を
作
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

芮
良
夫
は
、
当
時
に
お
け
る
悪
弊
を
的
確
に
つ
き
、
以
下
、
君
主

が
天
の
常
理
を
畏
敬
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
民
意
を
親
身
に
な
っ

て
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
恩
恵
と
刑
罰
と
を
共
に
施
す
べ
き
こ
と
、

佞
人
を
用
い
な
い
こ
と
、
ま
た
君
臣
は
利
を
貪
り
享
楽
に
耽
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
謹
ん
で
守
り
行
う
べ
き
こ
と
な
ど
、
種
々
の

教
誡
的
な
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

　

芮
良
夫
が
厲
王
を
諫
め
、
百
官
を
戒
め
た
と
い
う
内
容
は
、
伝

世
文
献
に
散
見
す
る
（
例
え
ば
『
逸
周
書
』
芮
良
夫
解
・『
国
語
』

周
語
上
・『
史
記
』
周
本
紀
な
ど
）（

注
18
）

。
さ
ら
に
、
芮
良
夫
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
『
毛
詩
』
大
雅
・
桑
柔

（
注
19
）

も
ま
た
、
本
篇
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

黄
傑
「
初
読
清
華
簡
（
叁
）《
芮
良
夫
毖
》
筆
記
」（
二
〇
一
三

年
一
月
六
日
）

・
丁
若
山
「
読
清
華
三
懸
想
一
則
」（
二
〇
一
三
年
一
月
十
二
日
）

・ 

侯
乃
峰
「
清
華
簡
（
三
）
所
見
「
倒
山
形
」
之
字
構
形
臆
説
」

（
二
〇
一
三
年
一
月
十
四
日
）

・ 

楊
坤
「
跋
清
華
竹
書
所
見
「
也
」
字
」（
二
〇
一
三
年
一
月
十

五
日
）

・ 

黄
傑
「
再
読
清
華
簡
（
叁
）《
芮
良
夫
毖
》
筆
記
」（
二
〇
一
三

年
一
月
十
六
日
）

・ 
楊
博
「
簡
述
楚
系
簡
帛
典
籍
的
史
料
分
類
」（
二
〇
一
三
年
一

月
十
七
日
）

・ 

王
坤
鵬
「
清
華
簡
《
芮
良
夫
毖
》
篇
箋
釈
」（
二
〇
一
三
年
二

月
二
十
六
日
）

（ 129 ）



●�

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（http://w

w
w
.

tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/6831/index.htm
l

）

・
胡
敕
瑞
「
読
清
華
簡
札
記
之
四
」（
二
〇
一
三
年
一
月
七
日
）

・ 

馬
楠
「《
芮
良
夫
毖
》
与
文
献
相
類
文
句
分
析
及
補
釈
」（
二
〇

一
三
年
三
月
二
十
五
日
）

●�

清
華
大
学
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.confucius2000.com

/
adm

in/lanm
u2/jianbo.htm

）

・ 

子
居
「
清
華
簡
《
芮
良
夫
毖
》
簡
序
調
整
一
則
」（
二
〇
一
三

年
一
月
十
二
日
）

・ 

子
居
「
清
華
簡
《
芮
良
夫
毖
》
解
析
」（
二
〇
一
三
年
二
月
二

十
四
日
）

●
復
旦
網
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/D
efault.asp

）

・ 

蕭
旭
「
清
華
簡
《
芮
良
夫
毖
》「
富
而
無
淣
」
補
証
」（
二
〇
一

三
年
三
月
九
日
）

●
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.bam

boosilk.org/index.asp
）

・ 

王
寧
「《
清
華
簡
（
叁
）》
的
「
倒
」
字
臆
解
」（
二
〇
一
三
年

一
月
十
八
日
）

・ 

王
連
成
「《
清
華
簡
（
三
）》「
丁
（
釘
）」
字
句
解
」（
二
〇
一

三
年
二
月
二
十
二
日
）

　
『
良
臣
』（
り
ょ
う
し
ん
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
沈
建
華
氏
。
竹
簡
数
は
全
十
一
簡
で
、
文
字
の
欠
失

は
見
ら
れ
な
い
。
簡
長
は
約
三
十
二
・
八
㎝
。
も
と
も
と
竹
簡
に

篇
題
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
竹
簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長

約
32
・
8
㎝

約
13
㎝

約
6
・
8
㎝

約
13
㎝

　
『
良
臣
』
と
清
華
簡
（
三
）
所
収
の
『
祝
辞
』
と
は
、
も
と
は

同
一
の
書
写
者
に
よ
っ
て
、
一
編
の
連
続
し
た
竹
簡
上
に
記
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
文
献
の
内
容

は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
整
理
者
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
良
臣
」「
祝
辞
」
と
仮
題
さ

れ
て
区
別
さ
れ
て
い
る

（
注
20
）

。

（
２
）
概
要

　

本
篇
は
連
続
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
途
中
、
墨
節
で
分
割
さ
れ
、

二
十
の
小
段
に
区
切
ら
れ
る
（「
釈
文
」
で
は
、
分
段
し
て
表
示
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さ
れ
て
い
る
）。
内
容
は
、
黄
帝
か
ら
春
秋
時
代
ま
で
の
著
名
な

君
主
の
良
臣
を
記
す
も
の
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
黄
帝
よ
り
周
の
成

王
に
至
る
ま
で
は
時
代
順
に
、
春
秋
時
代
の
晋
の
文
公
か
ら
鄭
の

子
産
の
師
・
輔
に
至
る
ま
で
は
国
別
に
配
列
さ
れ
て
い
る

（
注
21
）

。

な
お
、
本
篇
に
記
載
さ
れ
る
人
物
中
に
は
、
伝
世
文
献
に
未
見
の

も
の
や
、
そ
の
人
物
の
時
代
が
従
来
の
見
解
と
異
な
る
も
の
も
お

り
、
注
意
を
要
す
る
。

　

中
国
古
代
に
は
尚
賢
思
想
が
あ
り
、
儒
家
や
墨
家
は
、
皆
こ
の

尚
賢
を
主
張
し
て
い
た
。『
墨
子
』
尚
賢
に
は
、
堯
が
舜
を
挙
用

し
、
禹
が
益
を
挙
用
し
、
湯
が
伊
尹
を
挙
用
し
、
文
王
が
閎
夭
・

泰
顛
を
挙
用
し
た
こ
と
等
が
見
え

（
注
22
）

、
そ
れ
ら
の
記
述
は
す
べ

て
『
良
臣
』
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
古
今

人
表
は
、
多
く
の
人
物
を
九
つ
の
等
級
に
分
け
て
並
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
『
良
臣
』
と
同
じ
く
、「
尚
賢
」
の
思
想
を
反
映
さ

せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
注
23
）

。

　

さ
ら
に
、
本
篇
の
特
質
と
し
て
、
記
さ
れ
た
文
字
の
中
に
、

「
晋
系
」
の
筆
写
法
に
属
す
る
も
の
が
見
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る

（
注
24
）

。
例
え
ば
「
百
」
字
を
「
全
」
字
に
作
る
よ
う
な
も
の
が
あ

る
（
下
段
［
図
１
］
を
参
照
）。

［
図
１
］「
百
」
字
（
清
華
簡
（
三
）「
字
形
表
」
よ
り
）

　

ま
た
、
本
篇
中
に
は
、
特
に
鄭
の
子
産
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て

お
り
、「
子
産
之
師
」
や
「
子
産
之
輔
」
に
あ
た
る
人
物
が
詳
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
篇
の
作
者
を
鄭
と
密
接
に
関
わ
る
人

物
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

陳
偉
「《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
・
良
臣
》
初
読
︱
在
《
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
三
）》
成
果
発
布
会
上
的
講
話
」（
二
〇
一

三
年
一
月
四
日
）

・ 
黄
傑
「
初
読
清
華
簡
（
叁
）《
良
臣
》・《
祝
辞
》
筆
記
」（
二
〇

一
三
年
一
月
七
日
）

・ 

楊
博
「
簡
述
楚
系
簡
帛
典
籍
的
史
料
分
類
」（
二
〇
一
三
年
一

月
十
七
日
）

・ 

蘇
建
洲
「
初
読
清
華
三
《
周
公
之
琴
舞
》・《
良
臣
》
札
記
」
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（
二
〇
一
三
年
一
月
十
八
日
）

・ 
楊
坤
「
清
華
竹
書
《
良
臣
》
跋
」（
二
〇
一
三
年
三
月
十
八
日
）

●�
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（http://w

w
w
.

tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/6831/index.htm
l

）

・ 

楊
蒙
生
「
清
華
簡
《
良
臣
》
篇
性
質
蠡
測
」（
二
〇
一
三
年
一

月
五
日
）

・ 

周
飛
「
清
華
簡
《
良
臣
》
篇
劄
記
」（
二
〇
一
三
年
一
月
八
日
）

・ 

孟
蓬
生
「
清
華
簡
（
三
）《
良
臣
》
所
謂
「
泰
」
字
試
釈
」（
二

〇
一
三
年
一
月
十
四
日
）

・ 

程
浩
「
君
陳
、
君
牙
臆
解
」（
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
五
日
）

●�

清
華
大
学
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.confucius2000.com

/
adm

in/lanm
u2/jianbo.htm

）

・ 

李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
一
）」（
二
〇
一
三
年
一
月
四
日
）

●
復
旦
網
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/D
efault.asp

）

・ 

劉
剛
「
清
華
叁
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補

証
」（
二
〇
一
三
年
一
月
十
七
日
）

●
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.bam

boosilk.org/index.asp
）

・ 

王
連
成
「
関
于
新
出
楚
簡
文
献
当
中
両
個
典
型
表
詞
字
的
文
字

釈
読
問
題
」（
二
〇
一
三
年
一
月
二
十
六
日
）

　
『
祝
辞
』（
し
ゅ
く
じ
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
李
学
勤
氏
。
竹
簡
数
は
全
五
簡
。
も
と
も
と
清
華
簡

（
三
）
所
収
の
『
良
臣
』
と
連
続
筆
写
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る

（
注
25
）

。
竹
簡
（
完
簡
）
の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

簡
長

約
32
・
8
㎝約

13
㎝

約
6
・
8
㎝

約
13
㎝

（
２
）
概
要

　

本
篇
は
、「
巫
術
の
類
」
に
属
す
る
文
献
と
考
え
ら
れ
、
各
簡

ご
と
に
一
則
（
条
）
の
祝
辞
が
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
各
簡
に
見
え

る
祝
辞
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

一
条
目
に
は
「
恐
溺
」、
す
な
わ
ち
落
水
や
沈
溺
を
防
止
す
る

祝
辞
が
記
述
さ
れ
、
二
条
目
に
は
「
救
火
」
の
祝
辞
が
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
残
り
三
条
に
は
、
全
て
「
射
箭
（
矢
を
射
る
こ
と
）」

に
関
す
る
祝
辞
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
敵

を
射
る
こ
と
、
禽
獣
を
射
る
こ
と
、
革
製
の
甲
や
盾
等
を
射
る
こ

と
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。
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『
礼
記
』
郊
特
牲

（
注
26
）

の
孔
穎
達
疏
に
は
「
祝
、呪
也
（
祝
と
は
、

呪
な
り
）」
と
あ
る
。「
祝
辞
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
呪
語
（
呪ま

じ
ない

の
文
句
）」
で
あ
り
、
難
解
な
文
が
多
い
が
、
本
篇
は
こ
れ
ら
の
具

体
的
内
容
を
認
識
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

黄
傑
「
初
読
清
華
簡
（
叁
）《
良
臣
》・《
祝
辞
》
筆
記
」（
二
〇

一
三
年
一
月
七
日
）

　
『
赤

之
集
湯
之
屋
』（�

せ
き
き
ゅ
う
の
と
う
の
お
く
に
と
ど
む
）

（
１
）
書
誌
情
報

　

整
理
者
は
劉
国
忠
氏
お
よ
び
邢
文
氏
。
竹
簡
数
は
全
十
五
簡
、

三
道
編
綫
、
簡
長
は
約
四
十
五
㎝
。
竹
簡
の
保
存
情
況
は
比
較
的

良
好
で
あ
る
が
、
第
一
簡
と
第
二
簡
の
末
端
が
僅
か
に
残
欠
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
文
字
分
を
損
失
し
て
い
る
。
竹
簡
（
完
簡
）

の
形
状
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

簡
長

約
45
㎝

約
1
㎝

約
21
・
3
㎝

約
21
・
7
㎝

約
1
㎝

　

竹
簡
の
背
面
竹
節
部
に
は
、
編
号
が
記
さ
れ
、
第
十
五
簡
の
背

面
下
端
に
は
、
篇
題
「
赤
あ
之
集
湯
之
屋
」
が
見
え
る
。
ま
た
、

本
篇
の
竹
簡
背
面
上
部
に
は
、
劃
痕
が
確
認
で
き
る
（［
図
２
］

参
照
）（

注
27
）

。

［
図
２
］
劃
痕
（�『
赤

之
集
湯
之
屋
』
第
十
一
～
十
五
簡
背
面
上
部
）第

15
簡

第
14
簡

第
13
簡

第
12
簡

第
11
簡
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（
２
）
概
要

　

本
篇
に
は
、
湯
が
一
羽
の
赤
鵠
を
射
、
伊
尹
に
そ
れ
を
煮
て
羹

を
作
ら
せ
、
さ
ら
に
こ
の
行
為
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
種
々
の

出
来
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、『
楚
辞
』
天
問
に

見
え
る
「
縁
鵠
飾
玉
、
后
帝
是
饗
（
鵠
を
縁か

ざ

り
玉
を
飾
り
て
、
后

帝
是
れ
饗う

け
た
り
）」（

注
28
）

と
関
連
す
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

伊
尹
は
湯
の
臣
下
で
あ
り
、
湯
は
伊
尹
を
厨
房
の
中
か
ら
挙
用

し
た
。
こ
の
話
は
、
古
く
か
ら
流
布
す
る
故
事
で
あ
る
。
先
秦
代

よ
り
漢
代
に
至
る
ま
で
、
多
数
の
伊
尹
に
関
す
る
故
事
が
流
行
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
諸
子
の
書
に
も
数
多
く
見
ら

れ
る

（
注
29
）

。『
漢
書
』
芸
文
志
・
諸
子
略
（
小
説
家
）
に
は
、
伊

尹
故
事
に
関
す
る
文
献
と
思
わ
れ
る
「『
伊
尹
説
』
二
十
七
篇
」

の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
書
は
す
で
に
亡
佚
し
て
い
る
。

　

本
篇
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
特
質
は
、
強
烈
な
巫
術
的
性

格
が
窺
え
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
篇
で
は
湯
が
伊
尹
に
呪
詛

を
か
け
、
彼
を
「
視
而
不
能
言
（
視
れ
ど
も
言
う
こ
と
能
わ
ず
）」

と
い
う
状
態
に
陥
ら
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
直
後
に
は
、
伊
尹
が

「
巫
烏
」
と
称
さ
れ
る
鳥
に
救
わ
れ
、
そ
の
際
、
天
帝
の
命
令

（「
二
黄
蛇
與
二
白
兔
居
后
之
寝
室
之
棟
（
二
黄
蛇
と
二
白
兔
と
を

后
の
寝
室
の
棟
に
居
）」
ら
し
む
る
命
令
）
に
よ
っ
て
「
夏
后

（
桀
）」
が
重
病
を
患
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
そ
の
後
、
夏
后
の

病
の
原
因
を
理
解
し
た
こ
と
で
、
伊
尹
は
夏
后
の
危
難
を
救
う
こ

と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
篇
の
内
容
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、
楚
人
が
巫
鬼
（
な
ど
の

巫
術
）
的
習
俗
を
深
く
信
じ
て
い
た
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
で
あ

り
、
楚
地
に
伝
播
し
た
伊
尹
故
事
の
一
つ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る
。

（
３
）
参
考
文
献

●
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）

・ 

孟
蓬
生
「
清
華
簡
（
三
）「
屋
」
字
補
釈
」（
二
〇
一
三
年
一
月

六
日
）

・ 

侯
乃
峰
「《
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
》
的
「
赤
鵠
」
或
当
是
「
赤
鳩
」」

（
二
〇
一
三
年
一
月
八
日
）

・ 

梁
月
娥
「
説
《
清
華
（
叁
）》〈
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
〉
之
「
洀
」」

（
二
〇
一
三
年
一
月
八
日
）

・ 

黄
傑
「
初
読
清
華
簡
（
叁
）《
赤
あ
之
集
湯
之
屋
》
筆
記
」（
二

〇
一
三
年
一
月
十
日
）

・
丁
若
山
「
読
清
華
三
懸
想
一
則
」（
二
〇
一
三
年
一
月
十
二
日
）

・ 
侯
乃
峰
「
清
華
簡
（
三
）
所
見
「
倒
山
形
」
之
字
構
形
臆
説
」

（
二
〇
一
三
年
一
月
十
四
日
）

・ 

楊
坤
「
跋
清
華
竹
書
所
見
「
也
」
字
」（
二
〇
一
三
年
一
月
十

五
日
）
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・ 
王
寧
「
読
清
華
簡
三
《
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
》
散
札
」（
二
〇
一

三
年
一
月
十
六
日
）

・ 

呉
雪
飛
「
也
談
清
華
簡
（
三
）《
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
》
之
「
洀
」」

（
二
〇
一
三
年
一
月
十
六
日
）

・ 

楊
博
「
簡
述
楚
系
簡
帛
典
籍
的
史
料
分
類
」（
二
〇
一
三
年
一

月
十
七
日
）

・ 

肖
芸
曉
「
試
論
清
華
竹
書
伊
尹
三
篇
的
関
聯
」（
二
〇
一
三
年

三
月
七
日
）

●�

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
（http://w

w
w
.

tsinghua.edu.cn/publish/cetrp/6831/index.htm
l

）

・ 

劉
楽
賢
「
釈
《
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
》
的
「
埱
」
字
」（
二
〇
一

三
年
一
月
五
日
）

●
復
旦
網
（http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/D
efault.asp

）

・ 

蘇
建
洲
「
釈
《
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
》
的
「
奰
」
字
」（
二
〇
一

三
年
一
月
十
六
日
）

・ 

王
寧
「
楚
簡
中
的
「
霊
」
与
「
天
霊
」
補
説
」（
二
〇
一
三
年

一
月
二
十
七
日
）

●
簡
帛
研
究
（http://w

w
w
.bam

boosilk.org/index.asp

）

・ 

王
寧
「《
清
華
簡
（
叁
）》
的
「
倒
」
字
臆
解
」（
二
〇
一
三
年

一
月
十
八
日
）

・ 

王
連
成
「《
清
華
簡
（
三
）》「
丁
（
釘
）」
字
句
解
」（
二
〇
一

三
年
二
月
二
十
二
日
）

注

（
１
）
清
華
簡
（
三
）
は
、
上
下
二
冊
よ
り
な
る
。
上
冊
に
は
、
凡
例
、
第

三
分
冊
の
説
明
、
目
次
、
原
寸
大
カ
ラ
ー
図
版
（
正
面
・
背
面
）、
約
二

倍
の
拡
大
図
版
（
正
面
の
拡
大
図
版
、
お
よ
び
背
面
に
見
え
る
文
字
周

辺
部
の
拡
大
図
版
）が
収
め
ら
れ
て
お
り
、拡
大
図
版
の
各
簡
左
横
に
は
、

該
当
簡
の
釈
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
周
公
之
琴
舞
』『
芮
良
夫
毖
』

に
見
え
る
不
鮮
明
な
文
字
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
赤
外
線
拡
大
図
版
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
下
冊
に
は
、
清
華
簡
（
三
）
所
収
六
文
献
の
釈
文

と
注
釈
、
字
形
表
（
漢
語
拼
音
索
引
、
筆
画
索
引
付
）、
各
簡
ご
と
に
竹

簡
情
報
（「
篇
序
」「
篇
名
」「
整
理
序
号
」「
入
蔵
編
号
」「
長
度
（
㎝
）」

「
簡
背
原
有
編
号
」「
編
痕
状
況
」「
備
注
」
な
ど
）
を
記
し
た
表
（「
竹

簡
信
息
表
」）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
た
だ
し
、
整
理
者
は
『
説
命
（
下
）』
に
つ
い
て
、
第
一
簡
が
欠
失
し

て
お
り
、
九
簡
の
み
が
現
存
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

（
３
）
竹
簡
に
は
、
も
と
も
と
篇
題
「
傅
説
之
命
」
が
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、

整
理
者
は
便
宜
上
、
本
文
献
を
内
容
順
に
、「
説
命
上
」「
説
命
中
」「
説

命
下
」
と
仮
称
す
る
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
篇
題
に
つ
い
て
李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
一
）」
は
、『
清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
〔
壹
〕』
の
『
尚
書
』
関
連
文
献
（『
周
武
王
有
疾

周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』）
同
様
、
原
題
を
重
ん
じ
、
本
文
献
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を
『
傅
説
之
命
（
説
命
）』
と
称
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
氏
は
『
説
命
』
の
成
立
や
伝
世
の
問
題
を
考
慮
し
、三
篇
を
上
・
中
・

下
で
は
な
く
、『
傅
説
之
命
（
説
命
）』
甲
・
乙
・
丙
、
あ
る
い
は
『
傅

説
之
命
（
説
命
）』
一
・
二
・
三
と
表
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

（
４
）
清
華
簡
『
説
命
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
説
明
」
中
、
ほ

と
ん
ど
解
説
を
加
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
原
釈
文
に
従
っ
て
解
釈

し
た
清
華
簡
『
説
命
』
各
篇
の
概
要
を
次
に
示
し
て
お
く
。

・『
説
命
（
上
）』
…
…
殷
王
（
武
丁
）
が
失
仲
の
使
人
で
あ
る
傅
説
を

天
よ
り
賜
る
宣
託
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
居
処
を
探
し
求
め
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
傅
巌
で
労
役
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
王
は
傅
説
に
対
し
、
帝
（
天
）
命
（
天
が
傅
説
を
武
丁
に

与
え
る
と
命
じ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
告
げ
る
と
、
説
も
そ
れ
に
応
え

る
発
言
を
し
た
。
そ
の
後
、
傅
説
は
失
仲
を
伐
ち
、
自
ら
進
ん
で
殷

に
赴
き
、
王
に
用
い
ら
れ
て
公
と
な
っ
た
と
い
う
内
容
。

　

→ 

偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
上
に
、「
失
仲
」（
現
時
点
に
お
い
て
未
詳
）

は
登
場
し
な
い
。

　

→ 

清
華
簡
『
説
命
』
に
は
、偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
に
は
見
え
な
い
「
説

邑
の
所
在
地
（
北
海
之
州
）」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

・『
説
命
（
中
）』
…
…
傅
説
が
殷
に
至
っ
た
後
、
武
丁
が
傅
説
に
対
し
、

政
治
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

→ 

本
篇
に
は
、
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
上
お
よ
び
説
命
中
と
類
似
す

る
文
句
が
見
え
る
。

　

→ 

清
華
簡
『
説
命
（
上
）』
お
よ
び
『
説
命
（
下
）』
で
は
、武
丁
が
「
殷

王
」「
王
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
篇
に
は
「
武
丁
」

と
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

・『
説
命
（
下
）』
…
…
王
（
武
丁
）
が
様
々
な
訓
辞
や
「
大
戊
」
の
故

事
な
ど
を
引
き
、
中
篇
同
様
、
傅
説
に
対
し
て
政
治
を
支
え
る
よ
う

呼
び
か
け
る
内
容
が
見
え
る
。

　

→ 

本
篇
に
は
、
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
と
類
似
す
る
表
現
は
見
ら
れ

な
い
。

　

→ 

偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
下
の
内
容
は
、
王
と
傅
説
の
会
話
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、本
篇
に
は
王
の
言
葉
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
、李
鋭
「
読
清
華
簡
３
札
記
（
一
）」
は
、清
華
簡
『
説
命
（
下
）』

の
一
部
を
傅
説
の
言
と
し
て
い
る
）。

　

→ 

偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
下
で
は
、
武
丁
が
傅
説
に
対
し
、
伊
尹
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
用
い
て
説
い
て
い
る
の
に
対
し
、
本
篇
で
は
大
戊

の
故
事
を
用
い
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

な
お
、
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
と
清
華
簡
『
説
命
』
と
を
比
較
し
や

す
い
よ
う
対
照
表
を
作
成
し
た
。
本
稿
末
［
表
１
］
を
参
照
。

（
５
）
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
上
に
も
「
若
薬
弗
瞑
眩
、
厥
疾
弗
瘳
。（
若
し

薬 
瞑
眩
せ
ず
ん
ば
、
厥
の
疾 

瘳
え
ず
）」
と
あ
る
。

（
６
）『
礼
記
』
緇
衣
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

兌
命
曰
、
惟
口
起
羞
、
惟
甲
冑
起
兵
。
惟
衣
裳
在
笥
。
惟
干
戈
省

（ 136 ）



厥
躬
。（
兌
命
に
曰
く
、
惟
れ
口 

羞
を
起
し
、
惟
れ
甲
冑 

兵
を

起
す
。惟
れ
衣
裳 

笥し

に
在
り
。惟
れ
干
戈 

厥
の
躬
を
省
み
る
と
。）

　

ま
た
、
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
中
に
も
、「
惟
口
起
羞
、
惟
甲
冑
起
戎
。

惟
衣
裳
在
笥
、
惟
干
戈
省
厥
躬
。（
惟
れ
口 

羞
を
起
し
、
惟
れ
甲
冑 

戎

を
起
す
。
惟
れ
衣
裳 

笥
に
在
り
、
惟
れ
干
戈 

厥
の
躬
を
省
み
る
）」
と

あ
る
。

（
７
）
是
以
先
王
之
『
書
』
術
令
之
道
（
注
8
）

曰
「
唯
口
出
好
興
戎
」。
則
此

言
善
用
口
者
出
好
、
不
善
用
口
者
以
為
讒
賊
寇
戎
。
則
此
豈
口
不
善
哉
、

用
口
則
不
善
也
、
故
遂
以
為
讒
賊
寇
戎
。（
是
を
以
て
先
王
の
『
書
』

術え
つ
め
い令

の
道
に
曰
く
「
唯
れ
口 

好
を
出
し
戎
を
興
す
」
と
。
則
ち
此
れ
善

く
口
を
用
い
る
者
は
好
を
出
し
、
善
く
口
を
用
い
ざ
る
者
は
以
て
讒
賊

寇
戎
を
為
す
を
言
う
。
則
ち
此
れ
豈
に
口 

善
か
ら
ざ
ら
ん
や
、
口
を
用

い
る
こ
と
則
ち
善
か
ら
ざ
る
な
り
、故
に
遂
に
以
て
讒
賊
寇
戎
を
為
す
。）

（『
墨
子
』
尚
同
中
）

（
８
）「
術
令
」
に
つ
い
て
、
孫
詒
譲
『
墨
子
間
詁
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

「
術
令
」、当
是
「
説
命
」
之
叚
字
。（
中
略
）
案
此
文
与
彼
引
「
兌

命
」（
筆
者
注
：『
礼
記
』緇
衣
に
引
用
さ
れ
て
い
る「
兌（
説
）命
」）

辞
義
相
類
、「
術
」「
説
」・「
令
」「
命
」
音
並
相
近
、
必
一
書
也
。

　

ま
た
「
之
道
」
に
つ
い
て
、畢
沅
は
「「
道
之
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
い
い
、孫
詒
譲
は
畢
沅
の
説
を
否
定
し
、「
下
文
二
箇
所
に
見
え
る
「
之

道
」
は
、
恐
ら
く
は
語
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述

べ
る
。
ま
た
、
呉
毓
江
は
「「
之
道
」
は
、「
之
言
」
の
意
で
あ
ろ
う
」

と
し
て
い
る
。

（
９
）
① 

兌
命
曰
「
念
終
始
典
於
学
」。（
兌
命
に
曰
く
「
終
始
を
念
い
て
学

に
典つ

ね

に
す
」
と
。）（『
礼
記
』
文
王
世
子
）

　

② 

兌
命
曰
「
念
終
始
典
于
学
」。（
兌
命
に
曰
く
「
終
始
を
念
い
て
学

に
典
に
す
」
と
。）（『
礼
記
』
学
記
）

　

③ 

兌
命
曰
「
学
学
半
」。（
兌
命
に
曰
く
「
学お

し

う
る
は
学ま

な

ぶ
の
半
な
り
」

と
。）（
学
記
）

　

以
上
の
内
容
と
類
似
す
る
記
述
は
、偽
古
文『
尚
書
』説
命
下
に
も「
惟

（
教
）
学
半
、
念
終
始
典
于
学
、
厥
徳
脩
罔
覚
（
惟
れ

お
し（

教
）
う
る

は
学
ぶ
の
半
な
り
、
終
始
を
念
い
て
学
に
典
に
す
れ
ば
、
厥
の
徳
脩
ま

り
て
覚
ゆ
る
罔
し
）」
と
あ
る
。

　

④ 

兌
命
曰
「
敬
孫
務
時
敏
、
厥
修
乃
来
」。（
兌
命
に
曰
く
「
敬
し
み

孫し
た
がい

て
務
め
て
時
に
敏
な
れ
ば
、
厥
の
修
ま
る
こ
と
乃
ち
来
る
」

と
。）（『
礼
記
』
学
記
）

　

以
上
の
内
容
と
類
似
す
る
記
述
は
、偽
古
文『
尚
書
』説
命
下
に
も「
惟

学
遜
志
、
務
時
敏
、
厥
脩
乃
来
（
惟
れ
学
び
て
志
を
遜ゆ

ず

り
、
務
め
て
時

に
敏
な
れ
ば
、
厥
の
脩
ま
る
こ
と
乃
ち
来
る
）」
と
あ
る
。

（
10
）
兌
命
曰
「
爵
無
及
悪
徳
、
民
立
而
正
事
。
純
而
祭
祀
、
是
為
不
敬
。

事
煩
則
乱
、
事
神
則
難
」。（
兌
命
に
曰
く
「
爵 

悪
徳
に
及
ぼ
す
こ
と
無

か
れ
、
民
立
て
て
正
事
と
せ
ん
。
純

こ
と
ご
とく

し
て
祭
祀
せ
ば
、
是
を
不
敬
と

為
す
。
事 
煩
わ
し
け
れ
ば
則
ち
乱
れ
、神
に
事
う
れ
ば
則
ち
難
し
」と
。）
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（『
礼
記
』
緇
衣
）

　

以
上
の
内
容
と
類
似
す
る
記
述
は
、偽
古
文『
尚
書
』説
命
中
に
も「
爵

罔
及
悪
徳
、
惟
其
賢
。（
爵 

悪
徳
に
及
ぼ
す
こ
と
罔
く
、
惟
れ
其
れ
賢

を
す
）」「
黷
于
祭
祀
、
時
謂
弗
欽
。
礼
煩
則
乱
、
事
神
則
難
。（
祭
祀
に

黷け
が

る
る
、
時
れ
欽つ

つ
しま

ず
と
謂
う
。
礼 

煩
わ
し
け
れ
ば
則
ち
乱
れ
、
神
に

事
う
る
は
則
ち
難
し
）」
と
あ
る
。

（
11
）
整
理
者
に
よ
れ
ば
、
第
十
五
簡
が
半
分
ほ
ど
欠
失
し
て
い
る
こ
と
を

除
け
ば
、
そ
の
他
の
竹
簡
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
と
い
う
。

（
12
）
清
華
簡
（
三
）『
周
公
之
琴
舞
』
語
注
二
に
は
、「
九
絉
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

簡
文
中
読
為
「
卒
」
或
「
遂
」。『
爾
雅
』
釋
詁
「
卒
、終
也
」。「
九

絉
」
義
同
「
九
終
」「
九
奏
」
等
、
指
行
礼
奏
楽
九
曲
。『
逸
周
書
』

世
俘
「
籥
人
九
終
」、
朱
右
曾
『
逸
周
書
集
訓
校
釋
』「
九
終
、
九

成
也
」。

（
13
）
備
楽
九
奏
而
致
鳳
皇
、
則
余
鳥
獣
不
待
九
而
率
舞
。（
備
楽
九
奏
し
て

鳳
皇
を
致
せ
ば
、
則
ち
余
鳥
獣 

九
た
び
を
待
た
ず
し
て
率
い
舞
う
。）

（『
尚
書
』
益
稷
・
偽
孔
伝
）

（
14
）
凡
楽
黄
鍾
為
宮
、
大
呂
為
角
、
大
蔟
為
徴
、
応
鍾
為
羽
、
路
鼓
・
路
鼗
、

陰
竹
之
管
、
龍
門
之
琴
瑟
、
九
徳
之
歌
、
九
㲈
之
舞
、
於
宗
廟
之
中
奏
之
。

若
楽
九
変
則
人
鬼
可
得
而
礼
矣
。（
凡
そ
楽
は
黄
鍾
を
宮
と
為
し
、
大
呂

を
角
と
為
し
、
大
蔟
を
徴
と
為
し
、
応
鍾
を
羽
と
為
し
、
路
鼓
・
路
鼗
、

陰
竹
の
管
、
龍
門
の
琴
瑟
、
九
徳
の
歌
、
九
㲈
の
舞
、
宗
廟
の
中
に
於

い
て
之
を
奏
す
。
若
し
楽 

九
変
す
れ
ば
則
ち
人
鬼 

得
て
礼
す
可
し
。）

（『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
下
・
大
司
楽
）

（
15
）
簡
長
に
つ
い
て
、
整
理
者
の
趙
平
安
氏
は
「
四
十
四
・
七
㎝
」
と
し

て
い
る
が
、「
竹
簡
信
息
表
」
に
よ
れ
ば
、
本
篇
中
に
は
、
四
十
五
㎝
を

僅
か
に
上
回
る
長
さ
の
竹
簡
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
16
）
竹
簡
形
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
周
公
之
琴
舞
』
の
「
書
誌
情
報
」

参
照
。

（
17
）
整
理
者
は
、
清
華
簡
（
三
）『
芮
良
夫
毖
』
語
注
六
に
お
い
て
、
王
念

孫
『
爾
雅
疏
証
』
の
「
毖
」「
皆
戒
勅
之
意
也
」
を
引
用
し
つ
つ
説
明
し

て
い
る
。
ま
た
、「
毖
」
は
動
詞
に
も
名
詞
に
も
な
り
得
る
が
、
本
篇
で

は
「
毖
」
が
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）
こ
の
他
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
元
年
、『
潜
夫
論
』
に
も
芮
良
夫
の

故
事
が
見
え
る
。

（
19
）『
毛
詩
』
大
雅
・
桑
柔
の
「
詩
序
」
に
は
「
桑
柔 

芮
伯
刺
厲
王
也
（
桑

柔
は
、芮
伯 

厲
王
を
刺
る
な
り
）」
と
あ
り
、朱
熹
『
詩
集
伝
』
に
は
「
旧

説
、
此
為
芮
伯
刺
厲
王
而
作
。
春
秋
伝
亦
曰
芮
良
夫
之
詩
。
則
其
説
是

也
（
旧
説
に
、
此
れ
芮
伯 

厲
王
を
刺
り
て
作
る
と
為
す
。
春
秋
伝
に
も

亦
た
曰
く
、
芮
良
夫
の
詩
な
り
と
。
則
ち
其
の
説 

是
な
り
）」
と
あ
る
。

（
20
）
本
篇
の
仮
題
「
良
臣
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
そ
の
内
容
か
ら
、
試

み
に
「
良
臣
」
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
21
）
整
理
者
は
、
最
後
に
見
え
る
楚
の
共
王
の
一
条
が
、
後
に
補
わ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
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（
22
）
故
古
者
聖
王
之
為
政
、
列
徳
而
尚
賢
。
雖
在
農
与
工
肆
之
人
、
有
能

則
挙
之
、
高
予
之
爵
、
重
予
之
禄
、
任
之
以
事
、
断
予
之
令
。（
中
略
）

有
能
則
挙
之
、
無
能
則
下
之
、
挙
公
義
、
辟
私
怨
、
此
若
言
之
謂
也
。

故
古
者
堯
挙
舜
於
服
沢
之
陽
、授
之
政
、天
下
平
。
禹
挙
益
於
陰
方
之
中
、

授
之
政
、
九
州
成
。
湯
挙
伊
尹
於
庖
廚
之
中
、
授
之
政
、
其
謀
得
。
文

王
挙
閎
夭
泰
顛
於
罝
罔
之
中
、
授
之
政
、
西
土
服
。（
故
に
古
者 

聖
王

の
政
を
為
す
や
、
徳
を
列
ね
て
賢
を
尚
ぶ
。
農
と
工
肆
と
に
在
る
の
人

と
雖
も
、
能
有
れ
ば
則
ち
之
を
挙
げ
、
高
く
之
に
爵
を
予あ

た

え
、
重
く
之

に
禄
を
予
え
、之
に
任
ず
る
に
事
を
以
て
し
、断
ず
る
に
之
に
令
を
予
う
。

（
中
略
）
能
有
れ
ば
則
ち
之
を
挙
げ
、
能
無
け
れ
ば
則
ち
之
を
下
げ
、
公

義
を
挙
げ
て
、
私
怨
を
辟
く
、
此こ若
の
言
の
謂
な
り
。
故
に
古
者
堯
は

舜
を
服
沢
の
陽
よ
り
挙
げ
、
之
に
政
を
授
け
て
、
天
下
平
ら
か
な
り
。

禹
は
益
を
陰
方
の
中
よ
り
挙
げ
、
之
に
政
を
授
け
て
、
九
州
成
れ
り
。

湯
は
伊
尹
を
庖
廚
の
中
よ
り
挙
げ
、之
に
政
を
授
け
て
、其
の
謀
得
た
り
。

文
王
は
閎
夭
・
泰
顛
を
罝
罔
の
中
よ
り
挙
げ
、
之
に
政
を
授
け
て
、
西

土
服
せ
り
。）（『
墨
子
』
尚
賢
上
）

是
故
昔
者
堯
有
舜
、
舜
有
禹
、
禹
有
皋
陶
、
湯
有
小
臣
、
武
王
有
閎
夭
・

泰
顛
・
南
宮
括
・
散
宜
生
。
而
天
下
和
、
庶
民
阜
。
是
以
近
者
安
之
、

遠
者
帰
之
。（
中
略
）
尚
賢
者
、
天
鬼
百
姓
之
利
、
而
政
事
之
本
也
。（
是

の
故
に
昔
者 

堯
に
舜
有
り
、
舜
に
禹
有
り
、
禹
に
皋
陶
有
り
、
湯
に
小

臣
有
り
、
武
王
に
閎
夭
・
泰
顛
・
南
宮
括
・
散
宜
生
有
り
。
而
し
て
天

下
和
ら
ぎ
、
庶
民
阜さ

か
んな

り
。
是
を
以
て
近
き
者
は
之
を
安
ん
じ
、
遠
き

者
は
之
を
帰
す
。（
中
略
）
賢
を
尚
ぶ
は
、
天
鬼
百
姓
の
利
に
し
て
、
政

事
の
本
な
り
。）（『
墨
子
』
尚
賢
下
）

（
23
）
本
篇
に
登
場
し
、
か
つ
『
漢
書
』
古
今
人
表
に
も
名
の
見
え
る
人
物

に
つ
い
て
、
整
理
者
は
、
語
注
で
極
力
説
明
を
加
え
る
が
、
読
者
が
梁

玉
縄
『
古
今
人
表
考
』（『
史
記
漢
書
諸
表
訂
補
十
種
』、
中
華
書
局
、
一

九
八
二
年 

所
収
）
を
参
照
で
き
る
場
合
に
は
、
注
に
お
い
て
重
ね
て
詳

述
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
清
華
簡
『
良
臣
』
に
は
、『
漢
書
』
古
今
人
表
に
お
い
て
、
あ

ま
り
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
人
物
に
つ
い
て
も
、
名
が
列
記

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
古
今
人
表
で
は
、
上
上
（
聖
人
）、
上
中
（
仁

人
）、
上
下
（
智
人
）、
中
上
…
…
下
下
（
愚
人
）
と
人
物
を
九
段
階
に

分
け
て
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
中
下
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
人
物
が
、
本
篇
に
は
見
え
る
（
楚
の
昭
王
の
臣
下
司
馬
子
期
や
、

魯
の
哀
公
の
臣
下
季
康
子
な
ど
）。
さ
ら
に
、魯
の
哀
公
の
臣
下
と
し
て
、

大
夫
季
康
子
と
と
も
に
、
孔
丘
（
孔
子
）
の
名
が
並
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
よ
り
、
清
華
簡
『
良
臣
』
の
書
写
さ
れ

た
時
期
に
は
、
す
で
に
孔
子
が
魯
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
戦
国
時
代
に
は
、
斉
系
・
燕
系
・
晋
系
な
ど
、
様
々
な
系
列
の
特
徴

的
な
文
字
が
見
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
、
王
寧
主
編
・
趙
学
清
著
『
戦
国

東
方
五
国
文
字 

構
形
系
統
研
究
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

十
月
）、
湯
余
恵
主
編
『
戦
国
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
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一
年
十
二
月
）
参
照
。

（
25
）
竹
簡
形
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
良
臣
』
の
「
書
誌
情
報
」
参
照
。

（
26
）
詔
祝
於
室
、
坐
尸
於
堂
、
用
牲
於
庭
、
升
首
於
室
。（
室
に
詔
祝
し
、

尸
を
堂
に
坐
し
、
牲
を
庭
に
用
い
、
首
を
室
に
升あ

ぐ
。）（『
礼
記
』
郊
特

牲
）

（
27
）「
劃
痕
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
、
孫
沛
陽
氏
が
北
京
大
学
蔵
漢

簡
の
背
面
に
、
ひ
っ
か
き
傷
状
の
斜
線
を
発
見
し
て
以
来
、
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、
中
国
出
土
文
献
研
究
会
「
中
国
新
出

簡
牘
学
術
調
査
報
告
︱
上
海
・
武
漢
・
長
沙
︱
」（
大
阪
大
学
中
国
学
会

『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
五
号
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）
参
照
。

（
28
）『
楚
辞
』
天
問
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

縁
鵠
飾
玉
、
后
帝
是
饗

何
承
謀
夏
桀
、
終
以
滅
喪

帝
乃
降
観
、
下
逢
伊
摯

何
條
放
致
罰
、
而
黎
服
大
説

（
鵠
を
縁
り
玉
を
飾
り
て
、
后
帝
是
れ
饗
け
た
り

何
ぞ
謀
を
承
け
た
る
夏
桀
、
終
に
以
て
滅
喪
せ
る

帝
乃
ち
降
り
観
て
、
下
伊
摯
に
逢
う

何
ぞ
條
に
放
ち
罰
を
致
し
て
、
黎
服
大
い
に
説
べ
る
）

（
29
）
伊
尹
の
故
事
は
、『
墨
子
』
尚
賢
上
・
尚
賢
中
・
尚
賢
下
、『
孟
子
』

万
章
上
、『
荘
子
』
庚
桑
楚
、『
韓
非
子
』
難
言
、『
呂
氏
春
秋
』
具
備
（
審

応
覧
）・
求
人
（
慎
行
論
）・
本
味
（
孝
行
覧
）、『
淮
南
子
』
氾
論
訓
・

脩
務
訓
、『
楚
辞
』
天
問
の
王
逸
注
、『
論
衡
』
吉
験
、『
水
経
注
』
伊
水

な
ど
に
見
え
る
。

　

な
お
現
時
点
に
お
い
て
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
』
と
し
て
刊
行
さ

れ
、
釈
文
お
よ
び
図
版
を
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
文
献
中
、
伊
尹
が

登
場
す
る
文
献
は
四
篇（『
尹
至
』『
尹
誥
』『
良
臣
』『
赤
あ
之
集
湯
之
屋
』）

含
ま
れ
て
い
る
が
、
各
文
献
に
記
載
さ
れ
た
伊
尹
の
呼
称
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
（『
尹
至
』
で
は
「
尹
」、『
尹
誥
』
で
は
「
尹
」「
摯
」、

『
良
臣
』
で
は
「
伊
尹
」、『
赤
あ
之
集
湯
之
屋
』
で
は
「
小
臣
」）。

［
附
記
１
］
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
二
〇
一
三
年
三
月
十
九
日
に
行

わ
れ
た
中
国
出
土
文
献
研
究
会
に
お
い
て
、
参
加
者
各
位
よ
り
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

［
附
記
２
］
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費

補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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［
表
１
］
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
と
清
華
簡
『
説
命
』
と
の
対
照
表

　
　
　
［
凡
例
］

　
　
　
　
（
１
）
清
華
簡
『
説
命
』
の
本
文
は
、
便
宜
上
、
整
理
者
の
定
め
た
原
釈
文
に
従
っ
た
。

　
　
　
　
（
２
） 
対
照
表
は
三
段
に
分
け
て
作
成
し
た
。
上
段
に
は
偽
古
文
『
尚
書
』
説
命
を
、
中
段
に
は
清
華
簡
『
説
命
』
を
、
下
段

に
は
上
記
二
つ
の
「
説
命
」
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
伝
世
文
献
の
記
述
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
偽
古
文
『
尚

書
』
説
命
お
よ
び
清
華
簡
『
説
命
』
に
つ
い
て
は
、
上
篇
・
中
篇
・
下
篇
の
三
篇
に
区
切
り
表
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
３
） 

文
意
が
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
線
や
波
線
な
ど
の
記
号
を
附
し
た
。
な
お
、
清
華
簡
『
説

命
』
の
概
要
お
よ
び
特
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
注
（
４
）
参
照
。

偽
古
文
『
尚
書
』
説
命

清
華
簡
『
説
命
』

伝
世
文
献
の
対
応
箇
所

上
篇

王
宅
憂
亮
、
陰
三
祀
。
既
免
喪
、
其
惟

弗
言
。

群
臣
咸
諫
于
王
、
曰
「
嗚
呼
。
知
之
曰

明
哲
、明
哲
実
作
則
。
天
子
惟
君
万
邦
、

百
官
承
式
」。

王
言
惟
作
命
、
不
言
、
臣
下
罔
攸
稟
令
。

王
庸
作
書
以
誥
曰
「
以
台
正
于
四
方
、

惟
恐
徳
弗
類
、茲
故
弗
言
。
恭
黙
思
道
、

夢
帝
賚
予
良
弼
、
其
代
予
言
」。

乃
審
厥
象
、
俾
以
形
旁
求
于
天
下
。

上
篇

惟
殷
王
賜
説
于
天
、
庸
爲
失
仲
使
人
。

王
命
厥
百
工
向
、以
貨
徇
求
説
于
邑
人
。

惟
弼
人
得
説
于
傅
巖
、
厥
俾
繃
弓
、
引

關
辟
矢
。
説
方
築
城
、
縢
降
庸
力
、
厥

説
之
狀
、
腕
肩
如
椎
。

王
廼
訊
説
曰「
帝
抑
尓
以
畀
余
、抑
非
」。

説
廼
曰
「
惟
帝
以
余
畀
尓
、
尓
左
執
朕

袂
、
尓
右
稽
首
」。

王
曰
「
亶
然
。
天
廼
命
説
伐
失
仲
」。

失
仲
是
生
子
、
生
二
牡
豕
。

失
仲
卜
曰
「
我
其
殺
之
」、「
我
其
已
、

如
是
而
又
使
以
象
夢
旁
求
四
方
之
賢
、
得

傅
説
以
来
、
升
以
為
公
、
而
使
朝
夕
規
諫
。

（『
国
語
』
楚
語
上
）

武
丁
夜
夢
得
聖
人
、
名
曰
説
。
以
夢
所
見

視
群
臣
百
吏
、
皆
非
也
。
於
是
乃
使
百
工

営
求
之
野
、
得
説
於
傅
険
中
。
是
時
説
為

胥
靡
、
筑
於
傅
険
。
見
於
武
丁
、
武
丁
曰

是
也
。
得
而
与
之
語
、
果
聖
人
、
挙
以
為

相
、
殷
国
大
治
。（『
史
記
』
殷
本
紀
）

子
張
曰
「『
書
』
云
「
高
宗
諒
陰
、
三
年

不
言
」、
何
謂
也
」。
子
曰
「
何
必
高
宗
。




















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説
築
傅
巌
之
野
、
惟
肖
。
爰
立
作
相
、

王
置
諸
其
左
右
。

勿
殺
」。
勿
殺
是
吉
。
失
仲
違
卜
、
乃

殺
一
豕
。
説
于
圍
伐
失
仲
、
一
豕
乃
旋

保
以
逝
、
廼
踐
、
邑
人
皆
從
、
一
豕
隨

仲
之
自
行
、
是
爲
赦
俘
之
戎
。

其
惟
説
邑
、
在
北
海
之
州
、
是
惟
圜
土
。

説
來
、
自
從
事
于
殷
、
王
用
命
説
爲
公
。

古
之
人
皆
然
。
君
薨
、
百
官
総
己
以
聴
於

冢
宰
三
年
」。（『
論
語
』
憲
問
）

其
在
高
宗
、
時
旧
労
于
外
、
爰
暨
小
人
。

作
其
即
位
、
乃
或
亮
陰
、
三
年
不
言
。
其

惟
不
言
、
言
乃
雍
。（『
尚
書
』
無
逸
）

『
書
』
曰
「
高
宗
諒
闇
、
三
年
不
言
」。

（『
礼
記
』
喪
服
四
制
）

高
宗
云
「
三
年
其
惟
不
言
、
言
乃
讙
」。

（『
礼
記
』
坊
記
）

子
張
問
曰
「『
書
』
云
「
高
宗
三
年
不
言
、

言
乃
讙
」。（『
礼
記
』
檀
弓
下
）

高
宗
、
天
子
也
、
即
位
諒
闇
、
三
年
不
言
。

卿
大
夫
恐
懼
、
患
之
。
高
宗
乃
言
曰
「
以

余
一
人
正
四
方
、
余
唯
恐
言
之
不
類
也
、

茲
故
不
言
」。（『
呂
氏
春
秋
』
審
応
覧
・

重
言
）

其
在
高
宗
、
久
労
于
外
、
為
与
小
人
、
作

其
即
位
、
乃
有
亮
闇
、
三
年
不
言
、
言
乃

讙
。（『
史
記
』
魯
世
家
）

傅
説
被
褐
帯
索
、
庸
築
乎
傅
巌
、
武
丁
得

之
、
挙
以
為
三
公
、
与
接
天
下
之
政
、
治




















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天
下
之
民
。（『
墨
子
』
尚
賢
中
）

命
之
曰
「
朝
夕
納
誨
、
以
輔
台
徳
。
若

金
、
用
汝
作
礪
。
若
済
巨
川
、
用
汝
作

舟
楫
。
若
歳
大
旱
、
用
汝
作
霖
雨
。
啓

乃
心
、
沃
朕
心
、
若
薬
弗
瞑
眩
、
厥
疾

弗
瘳
。
若
跣
弗
視
地
、
厥
足
用
傷
。
惟

曁
乃
僚
、
罔
不
同
心
、
以
匡
乃
辟
。
俾

率
先
王
、
迪
我
高
后
、
以
康
兆
民
。
嗚

呼
、
欽
予
時
命
、
其
惟
有
終
」。

説
復
于
王
曰
「
惟
木
従
縄
則
正
、
后
従

諫
則
聖
。
后
克
聖
、
臣
不
命
其
承
、
疇

敢
不
祗
若
王
之
休
命
」。

中
篇

説
來
自
傅
巖
、
在
殷
。
武
丁
朝
于
門
、

入
在
宗
。

王
原
比
厥
夢
、
曰
「
汝
來
惟
帝
命
」。

説
曰
「
允
若
時
」。

武
丁
曰
「
來
格
汝
説
、
聽
戒
朕
言
、
漸

之
于
乃
心
。
若
金
、
用
惟
汝
作
礪
。
古

我
先
王
滅
夏
、
燮
强
、
捷
蠢
邦
、
惟
庶

相
之
力
勝
、
用
孚
自
邇
。
敬
之
哉
、
啓

傅
説
之
状
、
身
如
植
鰭
。（『
荀
子
』
非

相
）

昔
者
傅
説
居
北
海
之
洲
、
圜
土
之
上
、
衣

褐
帯
索
、
庸
築
於
傅
巌
之
城
、
武
丁
得
而

挙
之
、
立
為
三
公
、
使
之
接
天
下
之
政
、

而
治
天
下
之
民
。（『
墨
子
』
尚
賢
下
）

傅
説
挙
於
版
築
之
間
。（『
孟
子
』
告
子

下
）

乃
心
、
日
沃
朕
心
。
若
藥
、
如
不
瞑
眩
、

越
疾
罔
瘳
。
朕
畜
汝
、
惟
乃
腹
、
非
乃

身
。
若
天
旱
、
汝
作
淫
雨
。
若
津
水
、

汝
作
舟
。
汝
惟
茲
説
底
之
于
乃
心
。
且

天
出
不
祥
、
不
徂
遠
、
在
厥
落
、
汝
克

視
四
方
、
乃
俯
視
地
。
心
毀
惟
備
。

敬
之
哉
、
用
惟
多
德
。

若
金
、
用
女
作
礪
。
若
津
水
、
用
女
作
舟
。

若
天
旱
、
用
女
作
霖
雨
。
啓
乃
心
、
沃
朕

心
。
若
薬
不
瞑
眩
、
厥
疾
不
瘳
。
若
跣
不

視
地
、
厥
足
用
傷
。（『
国
語
』
楚
語
上
）

若
薬
不
瞑
眩
、
厥
疾
不
瘳
。（『
孟
子
』

滕
文
公
上
）

中
篇

惟
説
命
総
百
官
、乃
進
于
王
曰
「
嗚
呼
、

明
王
奉
若
天
道
、
建
邦
設
都
、
樹
后
王

君
公
、
承
以
大
夫
師
長
、
不
惟
逸
予
、

惟
以
乱
民
。
惟
天
聡
明
、
惟
聖
時
憲
、

惟
臣
欽
若
、
惟
民
従
乂
。
惟
口
起
羞
、

且
惟
口
起
戎
出
好
、
惟
干
戈
作
疾
、
惟

衣
載
病
、惟
干
戈
眚
厥
身
。
若
抵
不
視
、

用
傷
、
吉
不
吉
。
余
告
汝
若
時
、
志
之

惟
口
起
羞
、
惟
甲
冑
起
兵
。
惟
衣
裳
在

笥
。
惟
干
戈
省
厥
躬
。（『
礼
記
』
緇
衣
）

唯
口
出
好
興
戎
（『
墨
子
』
尚
同
中
）
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惟
甲
冑
起
戎
、
惟
衣
裳
在
笥
、
惟
干
戈

省
厥
躬
。
王
惟
戒
茲
、
允
茲
克
明
、
乃

罔
不
休
。
惟
治
乱
在
庶
官
。
官
不
及
私

昵
、
惟
其
能
。
爵
罔
及
悪
徳
、
惟
其
賢
。

慮
善
以
動
、
動
惟
厥
時
。
有
其
善
、
喪

厥
善
。
矜
其
能
、
喪
厥
功
。
惟
事
事
、

乃
其
有
備
、有
備
無
患
。
無
啓
寵
納
侮
、

無
恥
過
作
非
。
惟
厥
攸
居
、政
事
惟
醇
。

黷
于
祭
祀
、
時
謂
弗
欽
。
礼
煩
則
乱
、

事
神
則
難
」。

王
曰
「
旨
哉
、
説
。
乃
言
惟
服
。
乃
不

良
于
言
、
予
罔
聞
于
行
」。

説
拜
稽
首
曰
「
非
知
之
艱
、行
之
惟
艱
。

王
忱
不
艱
、
允
協
于
先
王
成
徳
、
惟
説

不
言
有
厥
咎
」。

于
乃
心
」。

兌
命
曰
「
爵
無
及
悪
徳
、
民
立
而
正
事
。

純
而
祭
祀
、
是
為
不
敬
。
事
煩
則
乱
、
事

神
則
難
」。（『
礼
記
』
緇
衣
）

書
曰
「
居
安
思
危
」。
思
則
有
備
、
有
備

無
患
。（『
左
伝
』
襄
公
十
一
年
）

下
篇

王
曰
「
来
、
汝
説
。
台
小
子
旧
学
于
甘

盤
、
既
乃
遯
于
荒
野
、
入
宅
于
河
。
自

河
徂
亳
、
曁
厥
終
罔
顕
。
爾
惟
訓
于
朕

志
。
若
作
酒
醴
、
爾
惟
麴
糱
。
若
作
和

羹
、
爾
惟
塩
梅
。
爾
交
修
予
、
罔
予
棄
、

予
惟
克
邁
乃
訓
」。

下
篇

…
…
員
、
經
德
配
天
、
余
罔
有
斁
言
。

小
臣
罔
俊
在
朕
服
、
余
惟
命
汝
説
融
朕

命
、
余
柔
遠
能
邇
、
以
益
視
事
、
弼
永

延
、
作
余
一
人
」。

王
曰
「
説
、
旣
亦
詣
乃
服
、
勿
易
俾
越
。

如
飛
雀
罔
畏
離
、
不
惟
鷹
隼
、
廼
弗
虞
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説
曰
「
王
、
人
求
多
聞
、
時
惟
建
事
。

学
于
古
訓
、
乃
有
獲
。
事
不
師
古
、
以

克
永
世
匪
説
攸
聞
。
惟
学
遜
志
、
務
時

敏
、
厥
修
乃
来
。
允
懐
于
茲
、
道
積
于

厥
躬
。
惟

（
教
）
学
半
、
念
終
始
典

于
学
、厥
徳
修
罔
覚
。
監
于
先
王
成
憲
、

其
永
無
愆
。
惟
説
式
克
欽
承
、
旁
招
俊

乂
、
列
于
庶
位
」。

王
曰
「
嗚
呼
、
説
、
四
海
之
内
、
咸
仰

朕
徳
、
時
乃
風
。
股
肱
惟
人
、
良
臣
惟

聖
。
昔
先
正
保
衡
、
作
我
先
王
、
乃
曰

『
予
弗
克
俾
厥
后
惟
堯
・
舜
、
其
心
愧

恥
、
若
撻
于
市
』。
一
夫
不
獲
、
則
曰

『
時
予
之
辜
』。
佑
我
烈
祖
、格
于
皇
天
。

爾
尚
明
保
予
、
罔
俾
阿
衡
、
専
美
有
商
。

惟
后
非
賢
不
乂
、
惟
賢
非
后
不
食
。
其

爾
克
紹
乃
辟
于
先
王
、
永
綏
民
」。

説
拜
稽
首
曰
「
敢
対
揚
天
子
之
休
命
」。

民
、
厥
其
禍
亦
羅
于
え
お
」。

王
曰
「
説
、
汝
毋
忘
曰
『
余
克
享
于
朕

辟
』。
其
又
廼
司
四
方
民
丕
克
明
、
汝

惟
有
萬
壽
在
乃
政
。
汝
亦
惟
克
顯
天
、

恫
ぎ
小
民
、
中
乃
罰
、
汝
亦
惟
有
萬
福

業
業
在
乃
服
」。

王
曰
「
説
、
昼
如
視
日
、
夜
如
視
辰
、

時
罔
非
乃
載
。
敬
之
哉
。
若
賈
、
汝
毋

非
貨
如
識𡑭
石
」。

王
曰
「
説
、
余
旣
諟
劼
毖
汝
、
使
若
玉

冰
、
上
下
罔
不
我
儀
」。

王
曰
「
説
、
昔
在
大
戊
、
克
漸
五
祀
、

天
章
之
用
九
德
、
弗
易
百
姓
。
惟
時
大

戊
謙
曰
『
余
不
克
辟
萬
民
。
余
罔
墜
天

休
、
式
惟
三
德
賜
我
、
吾
乃
敷
之
于
百

姓
。
余
惟
弗
雍
天
之
嘏
命
』。」

王
曰
「
説
、
毋
獨
乃
心
、
敷
之
于
朕
政
、

欲
汝
其
有
友
勑
朕
命
哉
」。

兌
命
曰「
敬
孫
務
時
敏
、厥
修
乃
来
」。（『
礼

記
』
学
記
）

兌
命
曰
「
念
終
始
典
於
学
」。（『
礼
記
』

文
王
世
子
）

兌
命
曰
「
念
終
始
典
于
学
」。（『
礼
記
』

学
記
）

兌
命
曰
「
学
学
半
」。（『
礼
記
』
学
記
）

昼
之
在
視
日
、
夜
之
在
視
辰
。（
清
華
簡

『
周
公
之
琴
舞
』）
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